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近年、CRISPR/Cas9を用いたゲノム編集技術は、次世代遺伝子治療

の実用化に向けて急速に進歩している。我々はこのシステムを応用し、

in vivoにおいて、様々な病態モデルマウスにおける有効性を検討して

きた。本セミナーでは、新たな治療の確立に向けたCRISPR/Cas9ゲノ

ム編集技術の可能性を紹介する。
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＊畠中博士は本学の卒業生です。和漢研に修士課程まで在籍し生薬

研究をされていました。その後企業への就職を経て、京都大学博士課

程に進学され、広島大学医学部 (助教)、理化学研究所、Salk研究所で

研究を進めてこられました。そして今年からは、細胞の若返りを医療に

生かすことを目標に設立された注目の企業、Altos Labsに移られまし

た。研究のお話だけでなく、これまでのキャリア選択・開拓に関するご経

験もざっくばらんにお話しくださいますので、学生の皆様もぜひ奮ってご

参加下さい。
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